
破壊されつつある泡瀬干潟 09年 1月 30日現在 

１． 今埋められつつある 1期工事区域内で生埋めされる生き物 
サンゴ   ﾘｭｳｷｭﾕｷｯｶｻﾝｺﾞ ｽｷﾞﾉｷﾐﾄﾞﾘｲｼ  
 

 
ﾘｭｳｷｭﾕｷｯｶｻﾝｺﾞ 

 
ｽｷﾞﾉｷﾐﾄﾞﾘｲｼ 

 
ｵﾔﾕﾋﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ ﾎｿｴﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ ﾔｯｺｱﾐﾒｻﾝｺﾞ ｺﾉﾊｼｺﾛｻﾝｺﾞ 

 
この資料は「沖縄市」提供、移植するサンゴ 



海草 

 
ﾎｿｳﾐﾋｳﾓ（新種） 

 
ｵｵｳﾐﾋﾙﾓ(日本新産)  

 
ﾋﾒｳﾐﾋﾙﾓ（日本新産） 

 
ﾄｹﾞｳﾐﾋﾙﾓ 

 
深い場所に生えているｺｱﾏﾓ 

 
埋立地内のﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ、ﾎﾞｳﾊﾞｱﾏﾓ 

 
自然海草藻場、ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 

 
機械移植され枯死したﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ 



 
ﾎｿｳﾐﾋｳﾓ（新種） ﾋﾒｳﾐﾋﾙﾓ（日本新産） ｵｵｳﾐﾋﾙﾓ(日本新産)  ﾄｹﾞｳﾐﾋﾙﾓ(新称)  
ｳﾐﾋﾙﾓ ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ(NT) ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ(NT) ﾎﾞｳﾊﾞｱﾏﾓ(NT) ﾍﾞﾆｱﾏﾓ(NT) ｳﾐｼﾞ
ｸﾞｻ(NT) ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ(NT)  ｺｱﾏﾓ（DD） 
 
※大型海草、ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ、ﾎﾞｳﾊﾞｱﾏﾓ、ﾍﾞﾆｱﾏﾓ、ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓなどは 1期工事区域内
に多かったが、移植実験で破壊された。生き残った海草も今、生埋め 
 
カニ 
ﾋﾒﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ(新種)  

 
余水吐護岸の西側で発見、でも保全されず 
貝 
 ﾆﾗｲｶﾅｲｺﾞｳﾅ（DD） ｽｲｼｮｳｶﾞｲ（水産種）ｵｻｶﾞﾆﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ(DD) 

 
 ﾆﾗｲｶﾅｲｺﾞｳﾅ（DD） 

 
ｽｲｼｮｳｶﾞｲ（水産種） 



 
ｵｻｶﾞﾆﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ(DD) 

 

海藻（沢山あるが主なもの） 
ﾘｭｳｷｭｳｽﾞﾀ(新種) ｶﾗｸｻﾓｸ(新種) ﾎｿｴｶﾞｻ（絶滅危惧ⅠA類） ｶｻﾉﾘ ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ  
ミル属の新種 

 
ﾘｭｳｷｭｳｽﾞﾀ(新種、情報不足種) 

 
ﾎｿｴｶﾞｻ（絶滅危惧ⅠA類） 

 
ｶﾗｸｻﾓｸ(新種、情報不足種) 

 
ｲﾁｲｽﾞﾀ、Ⅱ類 

 
 
 



 
ｺﾊﾞﾓｸ、Ⅱ類 

 
ﾃﾝｸﾞﾉﾊｳﾂﾜ、Ⅱ類 

 
ﾅｶﾞﾐｽﾞﾀﾏ、準絶滅危惧 

 
ｳｽｶﾞｻﾈ、Ⅱ類 

 

ﾎｿｴｶﾞｻ（Ⅰ類） 
と 
ｶｻﾉﾘ（準絶滅危惧） 
← 
 

 



２． 2期工事区域内で被害にあう生き物 
ｻﾞﾝﾉﾅﾐﾀﾞ（新種） ﾕﾝﾀｸｼｼﾞﾐ(新種) ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ（ⅠA類）  
ｼﾞｬﾝｸﾞｻﾏﾃｶﾞｲ（ⅠB類、日本新産） ﾄｳｶｲﾀﾏﾏｷ(ⅠB類) 
ﾌｼﾞｲﾛﾊﾏｸﾞﾘ(Ⅱ類) 

 
ﾕﾝﾀｸｼｼﾞﾐ(新種) 

 
ｻﾞﾝﾉﾅﾐﾀﾞ（新種） 

ｼﾞｬﾝｸﾞｻﾏﾃｶﾞｲ（ⅠB類、日本新産） 

 
ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ（ⅠA類） 



 
ﾄｳｶｲﾀﾏﾏｷ(ⅠB類) 

 

ﾌｼﾞｲﾛﾊﾏｸﾞﾘ(Ⅱ類) 

３． 周辺干潟、海域 
運動公園側の砂州 → 消えてしまった 
西防波堤と埋立地の間にある砂州（フジイロ砂州） 
 → 細くなり、通信基地側に近づき、S字型に曲がってしまった 
海草藻場 → 砂の堆積で海草藻場が減少した（フジイロ砂州西、泡瀬通信基

地先が特に顕著） 

 
2003年頃の通信地先 ↓  →  2007年頃の左と同じ場所、砂が堆積 

 
2007年頃、砂が堆積し、藻場減少 

 



 
右側の砂州はまだ真直ぐ  → 

 
右側の砂州が S字状に変化 

02年頃の泡瀬運動公園先の砂州 
          → 

 
08年 12月の泡瀬運動公園先の砂州 
消えてなくなっている 

 
ヒメマツミドリイシ群落（泡瀬干潟で産卵、工事の濁りの影響を受けている） 

 
読売新聞 07年 6月 9日、産卵、この場所も航路浚渫で破壊される。 
 



ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ → 大幅に減少した 
ﾄｶｹﾞﾊｾﾞ → 泥干潟消滅で危機 
ﾄﾞﾛｸｲ（深掘あとで産卵する貴重な魚） → 深掘あとが埋められる 
ｵｷﾅﾜｷﾁﾇ（魚の新種、中城湾） オキナワホガタウロコムシ（日本新産、新称、泡

瀬干潟で発見） 
モズク（工事現場近くでは養殖が出来なくなった） → 津堅島近くの場所に

移転） 
アオサ（北中城漁協の養殖ｱｵｻが被害を受けている） 
シオマネキ（ⅠA類、比屋根湿地） 
オキナワヤワラガニ（Ⅱ類、仮設橋梁前） 
ルリマダラシオマネキ(NT、ﾄｶｹﾞﾊｾﾞ近く) 
クロツラヘラサギ（絶滅危惧ⅠA類） 
ウミエラ（サンゴの 1種、泡瀬干潟では浅瀬に生息） 
トウアカクマノミ（非常にめずらしい） 

ﾄｶｹﾞﾊｾﾞ → 泥干潟消滅で危機 
 

 
オキナワヤワラガニ（Ⅱ類、仮設橋梁前） 
 

ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ → 大幅に減少した 
クロツラヘラサギ（絶滅危惧ⅠA類） 
 



トウアカクマノミ（非常にめずらしい） 
 

 
ウミエラ（サンゴの 1種、泡瀬干潟で
は浅瀬に生息） 

ｵｷﾅﾜｷﾁﾇ（魚の新種、中城湾）泡瀬が模

式産地、学会誌発表 琉大・吉野哲夫氏 
中城湾や羽地内海に生息 

ルリマダラシオマネキ(県、NT) 

オキナワホガタウロコムシ（環形動物多毛

綱ﾎｶﾞﾀｳﾛｺﾑｼ科、日本新産、新称、泡瀬

干潟で発見） 模式産地は泡瀬干潟 
西栄二郎（鎌倉市岡本）、田中克彦（千

葉県我孫子市）、森敬介（熊本県天草郡

苓北町富岡） 
「南紀生物」掲載 平成 20年 6月発行 
  

ミル属の新種、周辺海域 



 
L１、LSの海草藻場の変化 
以下の調査は、日本自然保護協会の調査結果より 
2008年 11月 23日、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ資料より 

 
浅場のマツバウミジグサ・コアマモ群落の変化（LS） 
同じ場所の年度ごとの変化（海草藻場の減少が分かる） 

 
2005年 9月 

 
2006年 10月 

 
2007年 9月 

 
2008年 8月 



潮間帯のマツバウミジグサ・ウミジグサ・リュウキュウスガモ群落の変化（L
１）同じ場所の年度ごとの変化（海草藻場の減少が分かる） 

 
2004年 4月 

 
2005年 2月 

 
2008年 8月 
 


